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Die Wiederholung der Bilder und die Konstruktion in Fr. Holderlins Elegie 
((Der Gang aufs Land)) 
Naoyuki HOSAKA 
Vom Juni 1800 bis zum Jahresende blieb Fr. Holderlin bei seinem Freund Christian Landauer， Tuchhandler in 
8tuttgart. Landauers Haus war ein Anziehungspunkt fur Dichter und Ki.皿stlerin 8tuttgart. Mit vielen Freunden 
verbrachte Holderlin darin eine gluckliche， schopferische Zeit. Viele von seinen Elegien entstanden in dieser Zeit. 
von der zweiten Halfte des Jahres 1800 bis zum Fruhling 1801. Es ist Tatsache， dass Holderlin in den letzten 
Jahren vor der geistigen Umnachtung nicht nur die Hymnen geschrieben hat， sondern auch die Gedichte der 
anderen Gattungen， die Elegien und Oden. Aber nach dem 80mmer 1801 hat er nie mehr die elegische Form 
gebraucht. 
<<Der Gang aufs Land)) ist die unvollendet gebliebene Elegie， dessen Entwurf wohl im Herbst in 8tuttgart oder in 
der ersten Halfte des nachsten Jahres 1801 entstanden ist. D蛇eigentlicheUberschrift ist auch nicht sicher. In der 
Interpretation dieser Elegie， die von den nicht weiterge釦hrtenEntwurfen konstruiert geworden ist， habe ich im 
Vergleich zu seinen Hymnen versucht， die Art der Verdichtung und den 8til， besonders den Zusammenhang der 
metaphorischen Ausdrucke mit der Konstruktion dieser Werke zu erlautern. 
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へルダーリンによるエレギーの詩型の大作の多くが、1800年の後半から翌年の春の時期に集中して成立し
ている。この時期のへルダーリンは、シュトゥットガルトの織物商であるランダウァー(ChristianLandauer， 
1769・1845)の家に滞在して、彼を介してさまざまな文学者と交流した後、 1801年の 1月には新たな家庭教
師の職を得て、スイスのザンクト・ガレンに近いハウプトヴィルという村に移り、その 3ヶ月後にニュルテ
インゲンの母の家に戻っている。多くのエレギーが書かれてはいたが、同時並行的にオーデや「あたかも祭
りの日に・ー {Wiewenn am Feiertage…)J という書き出しで始まる讃歌草案、あるいは讃歌『ライン (Der
Rhein)~ などにも取り組んでいた。 確かに、狂気によって実質的に筆を絶つ前の数年間を、ヘルダーリンは
自由韻律詩にのみ力を注いでいたわけではなく、古代ギリシア詩型に倣った形式的拘束のもとでも詩作して
いるが 1)、エレギーとしづ詩型からは 1801年の後半以降は離れている。
詩型としてのエレギーは、ディスティヒョン (Distichon)という 2詩行の単位を次々と繰り返して構成さ
れる。ディスティヒョンは、へクサーメター (Hexameter)の詩行とペンターメター (Pentameter)の詩行
からなり、ツェズール (Zasur) と呼ばれる詩行における区切りが、特にベンターメターでは聞に抑音
(Senkung)なしにぶつかり合う 3番目の揚音 (Hebung)と4番目の揚音の間に必ず置かれるのが外形的な
特徴である 2)。たとえば、後のリノレケの『ドウイノの悲歌 (DuineserElegien) ~のように、この定形が用い
られていない場合でも、その内容から「悲歌」と称されるものもあるが、へルダーリンの悲歌は形式的にも、
また喪失への嘆きとその嘆きの克服を歌うその内容からも、定形的なエレギーである 3)。
自由韻律讃歌における、説明なく羅列されるだけの語やイメージ、恋意的と思える配語法の無視などの極
端に難解な表現がもたらすただならぬ気配は、作品がただならぬ事態、の到来を告げるものであるという印象
を形作る。難解であるにもかかわらず、後期讃歌が現代に至るまで多くの文学者・思想家の心を捉えたのは、
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文体によって詩人が伝えようとしたそうした気配と、神々の再来についての思念をめぐる詩の内容と、クロ
ップシュトック以来の自由韻律形式のもつ崇高な、高まる調子との、不思議な調和であろう。1800年から
1801年にかけて生まれたエレギーにおいても、読み手の理解を拒むかに見える難解な配語法や唐突な論旨の
展開は見られるが、「あたかも祭りの日に・…」におけるような大胆な比検表現はなく、自由韻律形式に比べる
と、どちらかと言えば淡々と流れる感のあるエレギーの韻律とあいまって、力作で、あっても穏当な印象を受
ける。
この論考で扱う未完のエレギーのタイトルは確定できていない。 浄書稿 (Stu~tgart 1 9)の上端が破り取
られ、残った文字の痕跡から、そこにあったであろうタイトルは『宿屋 (DasGasthaus) ~と推定されるが、
へルダーリンがとのタイトルを気に入らず、意図的にこの部分を破り取ったという可能性は否定できない。
『パンと葡萄酒 (Brotund Wein) ~の第 1 稿のある紙片 (Stuttgart 1 14の3頁目)の上端に走り書きされた
『野外へ (DerGang aufs Land) ~が、ランダウァーへの献辞がある点、本文との内容的な関連や原テキスト
の様子から未完の詩における暫定的なタイトルとして推定されている 4)。また、成立時期についても確定が
難しい 5)。内容的には喪失感よりも希望を説くことに力点が置かれている。
本論では、この未完の定型詩を検討し、詩人の発想、の跡をたどることを目指しながら、後期讃歌につなが
る表現を、特に比日食を含めた文体と作品構成との関連を中心に検討したい。
(v. 1-18) 
行こう!開かれたところへ、友よ!今日は確かに
ほんのわずかの光しか射さず、狭苦しく空は私たちを閉ざしている。
山々も森の梢も願いに反して姿を見せず
大気は空ろに歌声もなく静まっている。
今日は暗い日で、小道も街路もまどろんでおり、ほとんど
私には、まるで鉛の時代であるかのように思われる。
にもかかわらず、願いというものは叶う、信じる者は一つの
時を疑わず、その日は喜びにいつまでも捧げられよ。
なぜならば、天が拒みながらも最後には子らに与えてくれる時には、
私たちが天から得たものは少なからず喜ばしい。
ただ、そうした言葉や歩みや労苦に
その利益が値し、楽しみが真なるものでありさえすればいいのだが。
そのために私は願う、もしも望ましいことを
私たちが始め、ようやく私たちの舌が滑らかになり、
言葉を見出し、心が晴れ、
酔った額からより高い想いが流れ出ている時には、
私たちの花とともに天の花も咲き始め、
聞かれた眼差しにとって輝く者が開かれていることを6)。
詩は、へルダーリンがとの悲歌を捧げた友・ランダウァーに、「開かれたところへ (insOffene)行とう J
と誘う命令文で始まる。解釈を進めるうえで、この悲歌が、シュトワットガルトの市門の前に建てられる宿
屋 (Gasthaus)の礎石を置く工事、あるいは上棟式にちなんで書かれたものであるという事情を常に意識す
るべきであろう 7)。へルダーリンはそうした催しの行われたある日の、現実の場所、光景、天候をこの悲歌
を書くうえで前提にしており、その前提をランダウァーと共有していると思われる。「開かれた場所」は、そ
の門の外のシュトゥットガルトの郊外、催しの行われた場所から眺めた、広々とした屋外を指しているので
あろう。けれども、 insOffeneという表現を単に「屋外へ」という意味だけにとることができないのは、同
じo質問という語が第 18詩行で連呼され、願いの叶う歓喜の状態を暗示する意味合いで用いられていること
だけではなく、書き出しの数行におけるその日の天候、空や山々や森の木々の様子による象徴的な描写と、
形容詞offenの名詞化による象徴的な語調が呼応しているためでもある。
18行からなるこの詩節の構成は単純である。第 1詩行から第6詩行までが、陽の射さない曇り空という形
象によって、希望の満たされることのない情況を暗示する部分、第7詩行から第 12詩行までが、そうした暗
い状況においても望みが叶えられるということを説く部分、続く第 13詩行から第 18詩行までが、望みが成
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就する時の歓喜をさまざまなイメージを続けざまに示すことで歌う部分である。18行は6行ずつの三つの部
分で構成され、主たその 6行は三つのディスティヒョンから成る。ピンダロス風の三部構成への拘泥は同時
期の他の悲歌や、讃歌『ライン (DerRhein) j]にも顕著だが、図式的な印象は受ける。第 1詩行の「聞かれ
た場所へ行こう」という呼びかけで詩節を起こし、「聞かれた眼差しにとって聞かれてあるJという形容詞
offenを2度用いる最終行で詩節を閉じる構成も、強い形式意志の現れと言えるかもしれない。
イメージの流れも見方によっては幾分単調であるとも言えよう。「開かれたととろへ」という呼びかけに対
して、第 2詩行では、「空が私たちを閉ざす」とされ、第 3詩行では「山々や森の梢が開かれていなし'IJ、つ
まり姿を現さず見えないとして、閉ざされた時代というイメージを引き継いでいる。offenに対して
einschliesenと (nicht) aufgehenを対置させるとともに、同じ aufgehenとし1う語が第 15詩行でも用し1
られ、さらに offenは第 18詩行でも連呼されており、詩節は徹頭徹尾、「開く」と「閉じる」としづ意図的
に単純なイメージの対置によって構成されている。
単純さは詩において、必ずしも否定されるべきものではない。同じ語や同質のイメージの繰り返しは、延々
と流れるようなエレギーのリズムと調和している。また、常に「開かれる」というイメージをめぐっている
との構成は、 offenという語に対する詩人の強い思い入れから来ているとも言えよう。第 18詩行の「聞かれ
た眼差しにとって輝くものが聞かれている (demo宜(menBlik offen der Leuchtende seyn) Jとし1う表現は、
隠輸という印象は受けない。これは描写というよりも、 o宜enという語、あるいはこの語のイメージに力を与
えるための offenの連呼である。へルダーリンは他の作品でもこの語を好んで用いている 8)。また、この語は
総じて未知のもの、未知の領域に対する明るく期待に満ちた語調で用いられている 9)0 offenのイメージが全
体を統べることによって、詩節が開放感に満ちた調子で塗り込められているようである。
とのような構成のため、第 1詩行から第6詩行までの風景描写は、詩節全体を構成する「開く」と「閉じ
る」、「明」と「暗Jの二項対立の図式にはめ込まれて、その図式に沿って作り出されたものという印象を受
ける。との6行が描くのは、わずかばかりの陽光しか差さない曇り空の下、市外の山々や森の様子も見えず、
静まり返っている市円近くの情景である。目に付くのは、文のことごとくが、陽光を指す「あるわずかのも
の (einWeniges) J (v. 1)や、「空 (derHimmel) J (双 2)、「山々 (dieBerge) J (v.3)、「森の梢 (desWaldes 
Gipfel) J (v. 3f.)、「大気 (dieLuft) J (v.4)などの自然の諸景物を主語にしていることである。描写は徹底
して、こうした事物や自然の現象を指す名詞と、 glanzenI輝く」、 einschliesenI閉ざす」、 aufgehenI開
く、姿を現す」、 ruhenI休む」などの動詞とを結ぶことによってなされており、形容詞は用いられず、面IJ詞
による表現にも力点が置かれない。「小道 (dieGang') Jと「街路 (dieGassen) Jが「まどろむ(schlummern)J 
(v. 5) という擬人法も含めて、事物の名をたて続けに羅列する、ごつご、っとしたこうした表現は、情感に満
ちた繊細な風景描写の対極にある。風景を微細に再現するととよりも、「鉛の時代であるかのような (essei， 
als in der bleiernen Zeit) J (v. 6)閉塞的な状況と、現実の雲に閉ざされた曇天とを重ねあわせるという、悲
歌冒頭の 6行分の部分が担う役割に沿って名詞を次々と埋め込んだかの感がある。
羅列の語調は、「にもかかわらず、願いというものは叶うのennochgelinget der Wunsch)J (v. 7) という
暗から明への転換の以降も続き、願いの成就、獲得、天からの恵みなどのイメージが列挙される。第 13詩行
以降も、望ましいことを始める、舌が滑らかになる、言葉を見出す、心が晴れる、額から思念が流れ出る、
などの願いの成就をめぐるイメージが、長い wenn節の中に次々と埋め込まれ、多用されていた詩行のまた
ぎ、 (Enjambement)が第 14詩行以降行われずに、語調が詩想、ごとに途切れたような調子になっていること
も、羅列と列挙の印象を強めている。
枠組みの確定と、イメージを列挙して枠を埋め込む描法は、続く詩節では見られない。第 19詩行以下では、
内容や調子の転換を意識した造形的な構成よりも、詩人独自の詩想を自由に力説している印象が強いD
(V.19-34) 
なぜならば、私たちが望むものは力強くはないが、
生に所属し、分を弁えていると同時に喜ばしいものだからだ。
けれども祝福をもたらすツバメたちのうち
必ず何羽かは、夏が固に訪れる前にやって来る。
すなわち、物分かりのよい主人が客たちのために家を建てる、
その高い場所で、よき言葉と共に土地を清め
客たちが最も美しいもの、この国の豊かさを味わい、眺めるように、
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心が望むように、開かれて、精-神にかなって
食事と舞踏と歌とシュトゥットガルトの楽しみが極められるように、
そのために私たちは今日希望を抱きながらEを上ろうと思う。
人間に親しみのある五月の光に正の上で
物分かりのよい客たちには自ずから説明される、よりよきことを語ってほしい、
あるいは、それが他の人たちに気に入られるのであれば、かつてと同じように、
大工に屋根のてっぺんから挨拶をしてほしい、なぜ、ならそのような風習は古くからあり、
神々はしばしばそうする私たちを微笑みながら眺めているからだ、
私たちは、できうる限り、私たちのすべきことを果たしてきた10)。
との詩節も三つの部分から成っているが、最初の部分だけ他より 2行短く、 4行である。第22詩行の後に
2行分脱落があり、結局この欠けた 2行を無視する形で浄書された11)。いずれにせよ第 1詩節とは異なり、
この三つの部分の役割ははっきりとしていなし、。最初の4行の部分では、 machtigr力強しリ、 schiklichr (作
法に適って)適切な」、 freudigr喜ばししリの三つの形容詞によって、前詩節でたとえ今が暗い時代で、あっ
ても叶うとされた「願い (Wunsch)Jの性質を規定し、「ツバメ」の比輸によって願いの叶う明るい時代の到
来を暗示している。続く 6行からなる中間部分では、建築される宿屋という施設の意義について歌い、最後
の6行の部分では、棟上げ式の風習を題にとって神々と人間との関わりについて言及しており、この二つの
部分はどちらもこの悲歌の詩作のきっかけとなった宿屋の建築工事にちなんだ内容である。工事現場での催
しに共に立ち会ったであろう「友 (Freund)J (v. 1)、つまりランダワァーを意識し、読者としての彼に読ま
せるための内容であろう。詩想の転換による動的な構成ではなく、との詩節全体が明るい希望のイメージを
連呼する形になっているのは、想定される読者への配慮、から来るものかもしれない。
このような、市井の人々の日常的な営みを直接取り上げることはへルダーリンの作品では珍しいが 12)、
「微笑みながら私たちを眺めるJ(v. 32)神々の視線を意識しつつ、宿屋建設の一件を通して「神々の帰還」
という 1800年頃以降のへルダーリンの頭を離れなかった詩想について語ろうとする様子が伺える。この詩
節における表現からは一様に唆昧な印象を受ける。「開かれて、精神にふさわしく (offen，dem Geiste 
gemaβ)J (v.26)を神々の再来の日、祭りの日のイメージに取れば、宿屋は『平和の祝い (Friedensfeier)~ 
における「遠い昔に立てられた至福の住まいである広間J 1 3) と同じ、帰還する神々を迎え入れる場として
着想されていることになろう 14) 0 rよい演説をしながら土地を清めるJ(v. 23)や、「大工が屋根のてっぺん
から挨拶をするJ(v.33)としづ表現は、起工式や棟上げ式などの様子を示しているように見えるが、そうし
た理解は「物分かりのよい主人が客たちのために建物を建てる、その場所でJ(v.24)という関係節による定
義を通した、あるいは「屋根のてっぺん (Gipfeldes Daches) J (v. 33)や「大工 (Zimmermann)J (v. 33) 
などの語義に基づく推量によって得られるもので、この表現が詩のきっかけとなった現実の出来事を描写し
ているとは言い難い。客たちが「最も美しいものずとの国の豊かさを味わい、眺めるためにJ(v.25)建物が
建てられると言うが、第 1詩行のinsOffeneやeinWenigesと同様の形容詞の名詞化や抽象名詞 (Fulle)
による表現は、形にならない思念、を伝えるもので、あっても状況を描き出すものではない。だが、その唆昧さ
は現実世界と神々の世界とを区別しない、ヘルダーリンの世界観、あるいはそれに根差すとの時期の作品の
テーマから来る暖昧さとも言えよう。
仮にここでの表現を比輸と仮定し、現実の式典の様子をイメージ、客たちが宿屋に集まるように、神々が
再来する、という事態をそのイメージによって喰えられている比輸のトピックと考えた場合、この悲歌の第2
詩節では現実世界の状況描写はなく、また、詩人の想念がかみ砕かれずに直接書き付けられているようであ
るが、現実の世界によって神々の世界を喰えるという比除の構造は、たとえば「あたかも祭りの日に一・ (Wie
wenn am Feiertage…)Jの官頭の比喰と等しし、 15)。現実世界を、神々の世界の表現のためのイメージと見
る姿勢が、明白な比輸の形を取っていなくても表現全体を比町会的にしている。神々の世界はi直接に表現する
ことはできない。「より高次の連関Jで世界を捉え直すこと、つまり現実の世界を描きながら、その別の連な
りの中に異化する方法でしか表現できない 1610その方法が比検で、あって、仮に直輸のような有標の比I戦でな
くても、神々の世界の現前を伝えるという後期讃歌期のへルダーリンの作品では、その内容がもたらす文体
要請から表現は比輪的にならざるをえない。暖昧さの印象は、表現が本来的に比喰的であるため、明白に比
日食なのか、比日食でないのかの区別がないところからもきている口
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しかし、「あたかも祭りの日に.• • Jにおけるような「拡大されたWle比喰Jにおける比輸のイメージとして
ではないが、文体として副詞節を拡大する表現がこの悲歌でもこの詩節に続く 6行にある。 6行分連続する
副詞節の中で、シュトワットガノレト郊外の春の風景が描写されていて、ここでも有標の比喰表現ではないもの
の、表現の傾向は「あたかも祭りの日に...Jでのwiewennの節におけるものと同じである 17 )。
(V.35-40) 
けれどもその場所は美しい、春の祝祭の日々に
谷が姿を現し、ネッカルの流れに沿って
牧場は緑に色づき、森と緑に芽吹く木々のすべてが
無数に、花を白く咲きほこらせながら、ゆれる大気の中で波立ち、
しかし、かすかな雲に覆われて山々のすそ野に広がる葡萄の樹は
おぼろに光り、生育し、太陽の香のもとで暖められているとき 18)o
三つのディスティヒョンから成るこの6行は、続く第 3詩節を構成したであろう 6行ずつの三つの部分の
うちの最初の部分と思われる。「そのために私たちは今日希望を抱きながら丘を上ろうと思う」という第 28
詩行の内容を受けての自然の描写であろうから、建築の式典との関係は定かではないものの、新緑の季節に
市近郊へのへルダーリンとその友らの散策の機会があった可能性はある。解釈のうえで問題になるのは、風
景を構成するにあたって、同語反復や同じ音の繰り返しの方法を詩人が意図的にとっていることであろう。
最初の詩節ですでに2度用いられた aufgehenという動詞が第 36詩行で用いられている。第 1詩節で繰り返
し用いられた offenどし1う語のイメージに連なるという意識のもとに、この動詞が再度ここで用いられてい
るのかどうかの確証はないが、同じ語を繰り返して詩のリズムを高める方法は第 37詩行での現在分詞
grunendの繰り返しにも見られる。へルダーリンは最初、「庭園、牧場、森、そして絹の香りがわきあがる」
としたとの行を、grunendを2度用いた表現に改めて、緑色を執劫に塗り重ねている 19)。また、weiβ，wallen， 
wiegenderを一息に続けて用いている第 38詩行だけではなく、この三つのディスティヒョンにおいて、子音
wで始まる語を明らかに多用して頭韻のような効果を意図していることも、表現の繰り返し、塗り重ねの印
象を強めている。
この6行の構成としては、第 39詩行の「しかし (Aber)Jを介して、明から暗への転換を意図して編まれ
ているように見えるが、「しかし」の前後で内容的な対立が明らかlこなっているというより、むしろ淡々とし
た風景の描写が「しかし」を経て連なっているようである。この aberは対立を表す接続詞というより、情報を
単に並置するように働いているか、あるいは意外の念を表出する語として機能しているように見える。接続
詞で、はあっても因果関係を明らかにするような働きはしていない。wenn節の文章も、節としては長いとい
うこととともに、定形後置が守られていないため副文章のように見えない。第35詩行と第36詩行で繰り返
されていることもあって、 wennは副文章の条件節としての因果関係を明らかにするよりも、描写を緩やか
につないでリズムを作っているように見える。
未完の断片稿においては、この 6行の風景描写が詩節全体の中でどのような構成上の役割を負っていたの
かは明らかではないが、目に付くのは第 1詩節と同様の繰り返しと同じ色の塗り重ねの筆致である。因果関
係を作って描写を整理するより、イメージを並置して羅列するような表現が特徴である。そうした表現が
wenn節の拡大につながっている。とこでのwenn以下は、「あたかも祭りの日に・・・」でのwiewenn節のよ
うな直輸の比輪イメージではない。けれども、イメージの連呼を通して節が拡大され、条件節としての因果
関係から離れ、つまり統辞的な拘束を離れて、副文章において形象化されている春の風景描写が自立してい
く傾向を示す描法は、後期讃歌期でのイメージを大きく展開する直輸の方法と等しい20)。接続詞としての本
来の機能をほとんどはたしていないように見える wennだが、独立した形象として一人歩きしていこうとす
るここでの五月の風景の描写を、統辞上の枠の中に緩やかにはめ込むように機能している。この緩やかな統
辞上の枠が、第 1詩節での構成上の枠と同じ働きをしている。イメージを羅列し、連呼し、いわば同色で塗
り込めていくような表現は、それによって文脈や詩の構成から離れていこうとするイメージを緩やかに繋ぎ
止める枠組みとの桔抗関係のうえで成り立っている。との悲歌断片では、エレギーのような韻律的形式より
も、内容構成の枠や統辞kの枠が、展開され自立していこうとするイメージを留める働きをしているつ韻律
的な形式の拘束がなくても、枠組みと自由に展開される叙述との姑抗関係は成り立ちえたし、事実後期讃歌
においてそれが成り立っていた限り、文体的意味からはエレギーという詩形の必要性は少なかったと思われ
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る。未完のままこの悲歌から離れたへルダーリンが、『帰郷 (Heimkunft)~以降エレギーの詩形を用いなか
った遠因をそこに見ることができょう。
以下ではパイスナー版大全集で未定稿として扱われていた諸断片を検討するD
([ v. 41-43]) 
Schりnerfreilich muβes werden， wenn 
Liebende in den 
entgegentりnt21) 
もちろんもっと美しくなるに違いない
愛する者たちが で
響き返すとき
浄書稿 (Stuttgart1 9)にある上記の 3行は第35-40詩行の風景描写に続くものと推定される22)0 iもっ
と美しく (Schぬer)Jと比較級になっているのは、第 35詩行の「美しい (schぬ)Jを受けて、 6行の風景
描写に対比させる形象をwenn以下に埋め込む予定で、あったためと思われる。目に付くのは第35詩行以下と
同じ形の、 wenn節による枠組みがあらかじめ定められていることである。
([ v. 44-48]) 
friedlich die Arme des N ekars 
die Insel 
indessen oben 
und der volle Saal. 
da.da 
穏やかに、ネッカル川の腕は
島
その上の方では
そして充溢した広聞が。
そこ、そこでは
この部分は別稿 (Stuttga抗 128)の 1ページ目にある23)0 iネッカノレ川」や「島」という自然の景物を用
いた、第 35詩行以下の風景に比べて「もっと美しく J([v. 41])なった風景を埋め込むはずの部分で、あった
と思われる。「上の方 (oben)J、あるいは、やはり讃歌『平和の祝い』を思わせる「充溢した広間 (dervolle 
Saal) Jの語から推量する限り、接近した神的なものの現前化のもとで、新たにより美しくなった風景を描こ
うとしていたのであろう。いずれにせよ、僅かばかりの断片的な語が、数行に及んだであろう神的な風景の
様子を指示するメモとして用いられているのを見る限り obenあるいはvollという語のもつ、第 1詩節など
での offenと同様の強し 1イメージがここでの風景のありょうを定めており、単独の語のもつイメージが展開
され、定められた枠組みを埋めるようにして描写がなされるはずで、あった。
([ v. 49-50]) 
sie sinds， sie haben die Masken 
Abgeworfen 
彼らである、彼らは仮面を
脱ぎ捨てた
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この部分は浄書稿からのもので、第41-43詩行のあったページに続くページ(3ページ目)の、中央よりや
や下に書き付けられていた24)。ページを改めて確保された空白部分に、上記の別稿 1ページ目の第 44-48
詩行が埋め込まれるはずで、あったと推定されている。この 2行がこの位置にあるとすると、「彼らjが指すも
のは何らかの神的なものの形象である可能性がある。
([v.51-59]) 
jezt，jezt，jezt 
ruft 
das es helle werde， 
weder hりretnoch sehen 
Ein Strom 
das nicht zu Wasser die Freude 
Werde， kommt， ihr himmlischen Gratien 
und der N amenstag der hohen， 
der himmlischen Kinder sei dieser! 
今、今、今こそ
叫ぶ
明るくなるように、
聞くことも見ることもない
川の流れが
喜びが水に
ならないように、来れ、汝ら天上の優美の女神よ
霊名の日がこの日であれ!
([ v. 60]) 
Kommen will ich 
私は行くつもりだ
高みにいる、天上の子らの
第59詩行までの部分は別稿 (Stuttgart1 28)の2ページ目にある。第60詩行は第49-50行と同様に浄
書稿にあり、 4ページ目の中央よりやや下に置かれていて 25)、ページを改めて空白を確保しである。こうし
た紙の使い方から、月IJ稿2ページ目の部分をこの空白に埋め込むはずで、あったのではと推定されている 2
「充溢した広間J([v. 47])の表現から推察される、神的なものらの現前化しつつある状況の描写で高めら
れつつあった調子は、「彼らは仮面を脱ぎ捨てたJ(v.49王)の2行を経て、「今、今、今こそJの叫びにおい
て最高に高められ、天上の者らへの呼びかけに至る。展開から考えて、この部分では神々の到来を目も舷む
ような形象で表現しようとしていたと推察できる。語句を並べただけに見える草稿だが、こうした構成は容
易に見て取れる。ことでも構成上の枠を確定し、その枠の内部に語句を羅列的に埋め込もうとしづ詩法が見
える。
また、この断片稿は後期讃歌の語調を見るからに連想させる。「優美の女神 (Gratien、今日の正書法では
Grazien) J、天上の子らの「霊名の日 (Namenstag)Jなどの名が半ば唐突に呼び出されるが、とれらの名詞
を定義する句や節は走り書きのとの草稿にはない。けれども説明なく並べられ、投げ出されているこれらの
名詞はどこか秘密めいた意味を帯びたたたずまいで、語やイメージがごっご、っとぶつかり合う後期讃歌の「硬
い結合」の文体を思わせる。また、各語句はディスティヒョンの韻律を意識しているので、草稿の所々で断
片化されたエレギーのリズムが響いていて、このことも後期讃歌めいている 26)。
こうした点から、へルダーリンのエレギーと自由韻律讃歌は、同じ詩作法から生じた三つの形式と言える
であろう。神々の再来という神話に沿った、 ドラマチックな構成を意図しながら、強いイメージ、重い意味
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を担う名詞を羅列し、ぶつけ合う文体の萌芽を、このエレギーの未完の断片に見ることができる。容易に自
由韻律讃歌になりそうなこの草稿において、もしも各詩行に、おそらくへルダーリンであれば羅列的に、名
を連呼するようにして語句を埋め込み、エレギーの韻律を構成する作業をしさえすれば、今度はこの草稿は
エレギーになるであろう。
([ v. 61-71]) 
Aber fraget mich eins， was sollen Gotter im Gasthaus? 
Dem antwortet， sie sind， wie Liebende， feierlich seelig， 
Wohnen brautlich sie erst nur in den Tempeln allein 
Aber so lang ein Kleineres noch nach jenen genannt ist， 
Werden sie nimmer und nimmer die Himmlischen uns 
Denn entweder es herrscht ihr Hりchstesblinde gehorcht dann 
Anderes 
Oder sie leben in Streit， der bleibt nicht oder es schwindet 
Wie beim trunkenen Mahl， alles 
Diβauch verbeut sich selbst， auch Gりtterbindet ein Schiksaal 
Denn die Lebenden al bindet des Lebens Gesez. 
けれども神々は宿屋でそもそも何をするのかと、私に問うのであれば
その答えは、神々は愛し合う者たちと同様に、祝いの日の浄福に満ち、
花嫁らしく、はじめは一人でただ寺院の中に住んでる
けれども神々よりも小さな者が神々の名にちなんで名づけられるかぎり、
その者らは決して、決して私たち人間にとって天上的な者らとはならない
なぜならば、汝ら至高の者が支配し、ひたすらに
他方が従うか
あるいは両者はいつかはやむ争いの中に生きるか、さもなければすべては
有頂天の饗応におけるように消え去るか
とのようなことも許されていない、神々もまた運命に縛られている
なぜならば、生きる者はみな生の法に縛られているからだ。
2行目が欠けているこの詩節は、草稿(Stuttgart1 10)の4ページ目にあるもので、紙片の上端から約 7.5cm
下げて書き付けられているととから、完成した第3詩節の後に置かれる詩節の草案と考えられている 27)。第
3詩節で神々の接近のシーンを描いたことを受けて、この詩節でその神々と宿屋の関係について説明を試み
るという構成で、あったと思われる。パイスナーはとの詩節に、後の讃歌で取り上げられる「巨人族(Titanen)J 
のモチーフが現れていると指摘し、その前提の下での字句の解釈を試みている 28)。それにおける詩節の 3番
目のディスティヒョンの解釈では、神々の名にちなんで、名づけられる、神々と比べれば「小さな者 (ein
Kleineres) Jとは、神々と覇権を争っている巨人族を指し、この巨人族が神々と人聞との中間に在る限り、
巨人族は決して天上の存在とはならない。そしてそれに続く 6行は、神々と巨人族とが争うとしづ神話を下
敷きにした内容だが、争いによるすべての否定は神々もまた法に縛られている限りありえない、という詩想
が詩節の内容の骨子である。パイスナーは、このように着想された巨人族のモチーフが、との時点ではまだ
十分に練られていなかったことがとの悲歌が未完のまま放棄された原因である、と推察している。
確かに巨人族のモチーフを深めていった場合、シュトワットガルトの市門の前の宿屋の建設をきっかけに
して立ちあげられたこの悲歌は、内容的に第 1詩節から遠くなりすぎるかもしれない。けれどもこの詩節を
締める「神々もまた生者として生の法に縛られている」という詩想、は、市井の出来事を題にとって神話を歌
うことの意義について説いており、内容的に作品冒頭に立ち返ろうとする、つまり作品を閉じようとする構
成的意志が表れている。こうした未完の草稿においても、へルダーリンの詩作品を特徴づける、羅列的なイ
メージの展開とそれを緩やかに拘束する枠組との桔抗関係が浮かび出ている。
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ANMERKUNGEN 
1 ) Vgl. Szondi， Peter: Der andere Pfeil. Zur Entstehungsgeschichte des hymnischen Spatstils. In: 
Schriften 1 . Frankfurt a. M. (Suhrkamp) 1978， S.289. 
2) ディスティヒョンの韻律図式は以下のとおり。
，/ ，/ ，/ o X(X) I 0 X(X) I >く X(X)_I X X(0) I >く xxlxx
/ /' '/ 
X X(X) I XX(X) I XI I X X X I X X X I X
3) 韻律の形式からエレギーと称する場合と、エレギーの形式ではなくても内容からエレギーとされる場
合とがある。Vgl.Arndt， Erwin: Deutsche Verslehre. Berlin 1968， S.193f. 
4) Vgl. Beissner， Friedrich: Deutung des elegischen Bruchstucks Der Gang aufs Land. In: 
Holderlin. Reden und Aufsatze. Koln 1969， S. 126f. u. Fr. HりlderlinSamtliche Werke. Kritische 
Textausgabe. Hg. von D. E. Sattler. Darmstadt. 1979， Bd. 6 (KTA VI) ，S. 125. 
5) バイスナーは、 Kommでいきなり呼びかける書き出しの語調から考えて、この悲歌の草稿はへルダ
ーリンがまだランダウァーのもとに滞在していた 1800年の秋に書かれたものだとし、シュトワットガル
トから離れた後に書かれたとするヘリングラートの考えを不自然だとしているが (vgl.Beissner， a.a. 0.， 
S. 127 u. Fr. Holderlin Samtliche Werke. Hg. von Fr. Beissner. Stuttgart 1943・1977，Bd. 2 (StAII) ，S. 
574)、ザトラーは、 1801年の春にハワプトヴィルから帰郷する際にランダウァーに会うことをへルダー
リンは考えていたとし、草稿のあった二つ折り紙の 1ページ目に『帰郷 (Heimkunft)~の末尾がある点
などから考えて、草稿は 1801年5月初めに書かれたものだとしている (vgl.KTA VI， S.121)。
6) 第40詩行まで、はパイスナー版大全集に依る。StAI ， S.84: 
Komm! Ins Offene， Freund! zwar glanzt ein Weniges heute 
Nur herunter und eng schlieβet der Himmel uns ein. 
Weder die Berge sind noch aufgegangen des Waldes 
Gipfel nach Wunsch und leer ruht von Gesange die Luft. 
τ旨ubists heute， esschlummern die Gang' und die Gassen und fast w註1
Mir es scheinen， es sei， als in der bleiemen Zeit. 
Dennoch gelinget der Wunsch， Rechtglaubige zweifeln an Einer 
Stunde nicht und der Lust bleibe geweihet der Tag. 
Denn nicht wenig erfreut， was wir vom Himmel gewonnen， 
Wenn ers weigert und doch gりnnetden Kindern zuletzt. 
Nur das solcher Reden und auch der Schritt und der Muhe 
Werth der Gewinn und ganz wahr das Ergりzlichesei. 
Darum ho宜ichsogar， es werde， wenn das Gewunschte 
Wir beginnen und erst unsere Zunge gelost， 
Und gefunden das Wort， und aufgegangen das Herz ist， 
Und von trunkener Stirn' hoher Besinnen entspringt， 
h位tder unsern zugleich des Himmels Bluthe beginnen， 
Und dem offenen Blik offen der Leuchtende seyn. 
7) Vgl. HりlderlinGedichte. Hg. von J. Schmidt. Frankfurt a. M. 1984， S.346. 
8) ほとんどの場合、比喰的に用いられている。Vgl.W白terbuchzu Friedrich Hりlderlin. 1 Teil. 
Tubingen 1983， S.502f. 
9) たとえば『パンと葡萄酒 (Brotund Wein) ~では、「開かれたもの」が「神的な火J と結び付けられ
ている。Vgl.StAII， S.91: 
GりttlichesFeuer auch treibet， bei Tag und N acht， 
Aufzubrechen. So komm! das wir das Offene schauen， 
Daβein Eigenes wir suchen， soweit es auch ist. (v. 40・42)
1 0) StAII， S.84f.: 
Denn nicht Machtiges ists， zum Leben aber gehりrtes， 
Was wir wollen， und scheint schiklich und freudig zugleich. 
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Aber kommen doch auch der seegenbringenden Schwalben 
Immer einige noch， ehe der Sommer ins Land. 
Nemlich droben zu weihn bei guter Rede den Boden， 
Wo den Gasten das Haus baut der verstandige Wirth; 
Daβsie kosten und schaun das Schりnste.die Fulle des Landes 
Daβ，wie das Herz es wunscht， offen， dem Geiste gemaβ 
Mahl und Tanz und Gesang und Stutgards Freude gekront sei， 
Deβhalb wollen wir heut wunschend den Hugel hinauf. 
Mりg'ein Besseres noch das menschenfreundliche Mailicht 
Druber sprechen， von selbst bildsamen Gasten erklart， 
Oder， wie sonst， wenns andern gef:姐lt，denn alt ist die Sitte， 
Und es schauen so oft lachelnd die Gotter aufuns 
Mりgeder Zimmermann vom Gipfel des Daches den Spruch thun， 
Wir， sogut es gelang， haben das Unsre gethan. 
1 1) Vgl. StAn， S.578 u. 583. 
1 2) やはりランダウァーの誕生日に朗読されたであろう機会詩 (StAn，S. 114)が残っているが、これ
は例外である。
1 3) 広間の比輸は『平和の祝し寸の第 1詩節にある。Vgl.StAIl， S. 533. 
1 4) Vgl. Fr. Holderlin Samtliche Gedichte. Hg. von D. Luders. Bad Homburg 1970， Bd. 2， S.247. 
1 5) Vgl. StAn， S.118. 
1 6) rより高次の、より無限の関係 (einhりherer，unendlicherer Zusammenhang) Jは、宗教について
の論文断片で用いられている概念だが (Vgl.StAN， S.275ff.)、へルダーリンの考える詩的言語を解き明
かすための重要なキーワードである。U.Gaierはこの概念、をもとに、へルダーリンの言葉の現代的意義
を、ブレヒトの「異化」や表現主義に言及しながら論じている。Vgl. Holderlin， die Moderne und die 
Gegenwart. In: Holderlin und die Moderne. Tubingen 1995， S.9f. 
1 7) W. Hofは、「あたかも祭りの日に-一」での特異なまでに息の長い、大規模な直輸が、 Wiewenn… 80
…の形を維持しないまでも『パ トモス (Patmos)~ などでも見られると指摘している。 Vgl. Holderlins St止
Meisenheim am Glan 1954. S. 407. 
1 8) StA n ， S.85: 
Aber schりnist der Ort， wenn in Feiertagen des Fruhlings 
Aufgegangen das Thal， wenn mit dem Nekar herab 
Weiden grunend und Wald und al die grunenden Baume 
Zahllos， bluhend weis， wallen in wiegender Luft 
Abermit Wりlkchenbedekt an Bergen herunter der Weinstok 
Dammert und wachst und erwarmt unter dem sonnigen Duft. 
1 9) Vgl. KTA VI， S.126: Garten und Weiden und Wald und der seidene Duft aufwalt，…・
20) 詩的言語における形象の自立的性格については、 vgl.Kayser， W.: Das sprachliche Kunstwerk. Bern 
1967. S. 119ff. 
2 1 ) 第41詩行以下に相当する諸断片の配列については、 KTAに依り、詩テキストも KTAVI， S.128f.よ
り引用している。
2 2) Vgl. StAII， S.582， u.KTAVI， S.125f. 
2 3 ) Vgl. StA I， S.580， u.KTA VI， S.124. 
24) Vgl. StAII， S.582， u.KTAVI， S.126. 
2 5) Vgl. StA I， S.582， u.KTA VI， S.126. 
26) たとえば『ライン』の第 1詩節では 以下の2行がペンターメターの後半のリズムを持っている。') ':/'1 I -_， /，- I.J 1" ; 
Von Treppen des Alpengebirgs ( x) ~ x x I >くxxI ~) (v.4) 
/ / / 
Zu Menschen gelanget; von da ( x) x x x I x x x I x)(v.9) 
2 7) Vgl. StA I， S.582. 
2 8) Vgl. a. a. 0.， S.142f. 
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